
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窓口支援

企業情報

アシザワ

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

 

 当社の強

積してきた

の迅速かつ

それに応え

に対応し、

自動車産

たらしてい

れました。

「MAX ナ

ーズの安定

粒子にダメ

散®”技術で

もっと高品

おります（特

号）。 

 当社は、

ノレベルま

を販売する

先端分野の

提供してお

というコー

客様のもの

展に貢献し

様・社会・

しておりま

援事例 

ワ･ファイ

千

ジ URL h

2

強みは、1 千台

たノウハウを活

つ丁寧な対応な

える独自開発力

前後工程も含

産業に似たもの

いることから、

 

ナノ・ゲッタ

定使用を実現

メージを与える

で、粒子の特

品質に」のご要

特許第 5159

電池・電子部

まで細かくする

るだけではなく

のものづくりに

おります。経営

ーポレートス

のづくりビジョ

し、社員が誇り

地球の未来に

ます。 

【INPIT

インテッ

千葉県習志野

https://ww

2002 年 

155人 

台以上の納入

活用した提案

など安心のア

力です。顧客

含めたプラン

のづくりのピ

、2017 年に

ター」は、これ

し、世界で初

ることなく高

特性維持や再

要望に応え、

9102 号、特

部品やインキ

ることができ

く、受託加工

に挑戦してい

営理念として

ローガンと、

ョンを実現す

りと満足を得

に安心と喜び

T 千葉県

ック株式

野市 

ww.ashiza

実績と年間約

案力、定期点

アフターサー

客の素材や使

ントエンジニ

ピラミッド構

に経済産業省

れまで不可能

初めてナノ粒子

高品質・高精

再凝集を抑制。

国内外から

特許第 54630

一

キ・塗料など

きる、微粉砕

工や技術コン

いるお客様に

ては、「微粒子

「世界一の微

することによ

得る企業とな

びをもたらす技

県知財総

会社 

wa.com/ 

業 種

資本金

企業概要

約 500 件もの

点検や不具合

ービス、市場の

使用環境に合わ

アリングのご

構造の頂点で、

省「地域未来牽

能であった大型

子の大量生産

精度に微細化可

。お客様から

ら多くのお引き

065 号、商標

自社の強み

一押し商品

の原材料であ

・分散機のメ

サルティング

対し、最先端

子技術で新し

微粒子技術と

り、資源の有

る」という使

技術サービス

総合支援

種 製造業 

金 9,000

 

の試作テスト

・故障があっ

の期待をキャ

わせたカスタ

ご提案も可能

、経済波及効

牽引企業」に

型機でのマイ

産を可能にし

可能な“マイ

らの「もっと

き合いをいた

標登録第 540

み 

品 

ある様々な粒

メーカーです

グも承ってお

端の微粒子技

しい可能性の

と感動サービ

有効活用と人

使命感のもと

ス業を目指し

援窓口】 

0 万円 

トから蓄

った場合

ャッチし

タマイズ

能です。 

効果をも

に選定さ

イクロビ

しました。

イルド分

細かく、

ただいて

09810

粒子をナ

す。機械

おり、最

技術をご

の共創」

ビスでお

人類の発

と、お客

して活動

２０１９年年度版 

 

知財総合支

 ２０１８

ングについ

 「今後、

い」と最初

リングし、

検討しまし

 ブランデ

を行いまし

るアウター

ディングと

併せて秘

した。その

ました。コ

全員へプロ

の土壌がで

ブランデ

のか相談し

ースでも相

統一を行い

るようにな

してみると

支援窓口活

８年 2 月に当

いての相談があ

価格競争に陥

初のご相談があ

ブランディン

した。 

ディングに精通

した。その後、

ーブランディン

として、ハウス

秘密情報管理

の後、社内で

コアメンバーが

ロジェクトを

でき、社員の

ディングに取り

したところ、専

相談をしていく

い、次に浸透

なりました。些

と、少しでも前

活用の概要

当窓口担当者

あり、窓口担

陥らないため

ありました。

ングの基本を

通した専門家

社員へ自社

ングよりもイ

スマークの使

規程の見直し

体制を整えら

がその目標や

推進し、２０

意識、仕事の

窓口担

 ブランデ

析活用支援

従業員の意

同社の顧客

待していま

り組みたい、

専門家派遣や

く中で徐々に

（インナーブ

些細なことで

前に進めるか

窓口

（記：窓口

が同社の展示

担当者が同社

めに、ブラン

そこで、同社

を説明しました

家を派遣し、社

社のブランドに

インナーブラ

使用ガイドラ

しも行い、IN
られ 4 名のコ

や半期毎の推

０１９年 4 月

の質、及びコ

担当者から一

ディングの窓口

援事業の利用な

意識を含めたソ

客からの信用

ます。 

企業か

しかし社内

や社員向け勉強

に課題が明確

ブランディング

でも丁寧に対応

かと思います

最初

その

窓口を活用

活用のきっ

口担当者） 

示会で周知活

社を訪問し相談

ド戦略につい

社社長のメッ

た。また、今

社内に向けて

に関するアン

ンディングの

インを検討し

NPIT 知財戦

コアメンバー

推進計画を設定

月からはこの

コミュニケーシ

一言 （氏

口支援をきっ

などの多くの

ソフト面のブ

・信頼が更に

からのメッ

に詳しい者は

強会の開催等

確になっていき

グ）を行うな

応いただける

す。 

初の相談概

の後の相談

用して変わ

っかけ 

活動したことを

談支援がスタ

いて情報収集

ッセージ・理念

今後どのように

てブランディン

ンケートを取

の必要性を感

し、ガイドラ

略アドバイザ

ーよる秘密情

定し、更にリ

のプロジェク

ションの向上

氏名：窪田 

っかけに、秘密

のテーマで窓

ブランディン

に高まり、同社

セージ 

は居ない、と

等親身になっ

き、周りを巻き

なかで、自分た

るので、知的財

概要 

談概要 

わったところ

をきっかけに

タートしました

し、方向性を

念・コーポレ

にブランディ

ングの進め方

取り、分析した

感じました。ま

ラインが施行さ

ザーとともに

報管理のプロ

ーダーや他の

トを通じてイ

上の効果がで

芳雄）

密情報管理、

口支援が展開

グを従業員が

社の売上拡大

いう状況から

てご対応いた

き込みながら

たちでも考え

財産関連の悩

ろ 

に、同社より

た。 

を定め、推進

レートスロー

ィングを進め

方等について

たところ、ほ

まずは、アウ

されました。

に複数回、支

ロジェクトが

の従業員と検

インナーブラ

できました。

中小企業等

開されました

が推進するこ

大に貢献でき

ら、何をどう

ただけました

らまずはハウ

えながら取り

悩みがあれば

ブランディ

進して行きた

ーガンをヒア

めていくかを

てアドバイス

ほぼ出来てい

ターブラン

 

支援を行いま

がスタートし

検討し、社員

ランディング

等特許情報分

た。今後は、

ことにより、

きることを期

すればよい

た。担当者ベ

スマークの

組んでいけ

ばまずは相談

2022年09月07日更新　新原稿



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窓口支援

企業情報

アシザワ

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

 

 当社の強

積してきた

の迅速かつ

それに応え

に対応し、

自動車産

たらしてい

れました。

「MAX ナ

ーズの安定

粒子にダメ

散®”技術で

もっと高品

おります（特

号）。 

 当社は、

ノレベルま

を販売する

先端分野の

提供してお

というコー

客様のもの

展に貢献し

様・社会・

しておりま

援事例 

ワ･ファイ

千

ジ URL h

2

1

強みは、1 千台

たノウハウを活

つ丁寧な対応な

える独自開発力

前後工程も含

産業に似たもの

いることから、

 

ナノ・ゲッタ

定使用を実現

メージを与える

で、粒子の特

品質に」のご要

特許第 5159

電池・電子部

まで細かくする

るだけではなく

のものづくりに

おります。経営

ーポレートス

のづくりビジョ

し、社員が誇り

地球の未来に

ます。 

【INPIT

インテッ

千葉県習志野

https://ww

2002 年 

136 人 

台以上の納入

活用した提案

など安心のア

力です。顧客

含めたプラン

のづくりのピ

、2017 年に

ター」は、これ

し、世界で初

ることなく高

特性維持や再

要望に応え、

9102 号、特

部品やインキ

ることができ

く、受託加工

に挑戦してい

営理念として

ローガンと、

ョンを実現す

りと満足を得

に安心と喜び

T 千葉県

ック株式

野市 

ww.ashiza

実績と年間約

案力、定期点

アフターサー

客の素材や使

ントエンジニ

ピラミッド構

に経済産業省

れまで不可能

初めてナノ粒子

高品質・高精

再凝集を抑制。

国内外から

特許第 54630

一

キ・塗料など

きる、微粉砕

工や技術コン

いるお客様に

ては、「微粒子

「世界一の微

することによ

得る企業とな

びをもたらす技

県知財総

会社 

wa.com/ 

業 種

資本金

企業概要

約 500 件もの

点検や不具合

ービス、市場の

使用環境に合わ

アリングのご

構造の頂点で、

省「地域未来牽

能であった大型

子の大量生産

精度に微細化可

。お客様から

ら多くのお引き

065 号、商標

自社の強み

一押し商品

の原材料であ

・分散機のメ

サルティング

対し、最先端

子技術で新し

微粒子技術と

り、資源の有

る」という使

技術サービス

総合支援

種 製造業 

金 9,000

 

の試作テスト

・故障があっ

の期待をキャ

わせたカスタ

ご提案も可能

、経済波及効

牽引企業」に

型機でのマイ

産を可能にし

可能な“マイ

らの「もっと

き合いをいた

標登録第 540

み 

品 

ある様々な粒

メーカーです

グも承ってお

端の微粒子技

しい可能性の

と感動サービ

有効活用と人

使命感のもと

ス業を目指し

援窓口】 

0 万円 

トから蓄

った場合

ャッチし

タマイズ

能です。 

効果をも

に選定さ

イクロビ

しました。

イルド分

細かく、

ただいて

09810

粒子をナ

す。機械

おり、最

技術をご

の共創」

ビスでお

人類の発

と、お客

して活動

２０１９年年度版 

 

知財総合支

 ２０１８

ングについ

 「今後、

い」と最初

リングし、

検討しまし

 ブランデ

を行いまし

るアウター

ディングと

併せて秘

した。その

ました。コ

全員へプロ

の土壌がで

ブランデ

のか相談し

ースでも相

統一を行い

るようにな

してみると

支援窓口活

８年 2 月に当

いての相談があ

価格競争に陥

初のご相談があ

ブランディン

した。 

ディングに精通

した。その後、

ーブランディン

として、ハウス

秘密情報管理

の後、社内で

コアメンバーが

ロジェクトを

でき、社員の

ディングに取り

したところ、専

相談をしていく

い、次に浸透

なりました。些

と、少しでも前

活用の概要

当窓口担当者

あり、窓口担

陥らないため

ありました。

ングの基本を

通した専門家

社員へ自社

ングよりもイ

スマークの使

規程の見直し

体制を整えら

がその目標や

推進し、２０

意識、仕事の

窓口担

 ブランデ

析活用支援

従業員の意

同社の顧客

待していま

り組みたい、

専門家派遣や

く中で徐々に

（インナーブ

些細なことで

前に進めるか

窓口

（記：窓口

が同社の展示

担当者が同社

めに、ブラン

そこで、同社

を説明しました

家を派遣し、社

社のブランドに

インナーブラ

使用ガイドラ

しも行い、IN
られ 4 名のコ

や半期毎の推

０１９年 4 月

の質、及びコ

担当者から一

ディングの窓口

援事業の利用な

意識を含めたソ

客からの信用

ます。 

企業か

しかし社内

や社員向け勉強

に課題が明確

ブランディング

でも丁寧に対応

かと思います

最初

その

窓口を活用

活用のきっ

口担当者） 

示会で周知活

社を訪問し相談

ド戦略につい

社社長のメッ

た。また、今

社内に向けて

に関するアン

ンディングの

インを検討し

NPIT 知財戦

コアメンバー

推進計画を設定

月からはこの

コミュニケーシ

一言 （氏

口支援をきっ

などの多くの

ソフト面のブ

・信頼が更に

からのメッ

に詳しい者は

強会の開催等

確になっていき

グ）を行うな

応いただける

す。 

初の相談概

の後の相談

用して変わ

っかけ 

活動したことを

談支援がスタ

いて情報収集

ッセージ・理念

今後どのように

てブランディン

ンケートを取

の必要性を感

し、ガイドラ

略アドバイザ

ーよる秘密情

定し、更にリ

のプロジェク

ションの向上

氏名：窪田 

っかけに、秘密

のテーマで窓

ブランディン

に高まり、同社

セージ 

は居ない、と

等親身になっ

き、周りを巻き

なかで、自分た

るので、知的財

概要 

談概要 

わったところ

をきっかけに

タートしました

し、方向性を

念・コーポレ

にブランディ

ングの進め方

取り、分析した

感じました。ま

ラインが施行さ

ザーとともに

報管理のプロ

ーダーや他の

トを通じてイ

上の効果がで

芳雄）

密情報管理、

口支援が展開

グを従業員が

社の売上拡大

いう状況から

てご対応いた

き込みながら

たちでも考え

財産関連の悩

ろ 

に、同社より

た。 

を定め、推進

レートスロー

ィングを進め

方等について

たところ、ほ

まずは、アウ

されました。

に複数回、支

ロジェクトが

の従業員と検

インナーブラ

できました。

中小企業等

開されました

が推進するこ

大に貢献でき

ら、何をどう

ただけました

らまずはハウ

えながら取り

悩みがあれば

ブランディ

進して行きた

ーガンをヒア

めていくかを

てアドバイス

ほぼ出来てい

ターブラン

 

支援を行いま

がスタートし

検討し、社員

ランディング

等特許情報分

た。今後は、

ことにより、

きることを期

すればよい

た。担当者ベ

スマークの

組んでいけ

ばまずは相談

2020年3月 9日掲載　旧原稿


